
▲松村賢治審議会委員長（中央）から市長への答申

考
え
実
践
す
る
市
民
や
グ
ル
ー
プ

を
育
成
し
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
な

ど
、
市
民
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま

す
。

　
農
林
業
の
振
興
に
関
し
て
は
、

認
定
農
業
者
や
新
規
就
農
者
、
林

業
従
事
者
の
育
成
支
援
、
安
全
安

心
な
農
産
物
の
生
産
、
地
元
産
材

の
活
用
を
図
る
な
ど
、
南
丹
市
な

ら
で
は
の
地
産
地
消
の
推
進
と
支

援
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
南
丹

ブ
ラ
ン
ド
」
を
確
立
。
「
ほ
ん
ま

も
ん
」
を
つ
く
る
取
り
組
み
を
推

進
し
、
農
業
産
出
額
の
増
加
を
図

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
を
つ
な
ぎ
な
が

ら
、
観
光
地
南
丹
と
し
て
の
質
を

高
め
る
と
と
も
に
、
体
験
農
園
や

農
家
民
宿
、
市
民
農
園
な
ど
の
地

域
特
性
を
生
か
し
た
観
光
施
設
整

備
、
温
泉
の
活
用
な
ど
に
よ
る
一

層
の
誘
客
施
策
を
探
り
ま
す
。

①
高
速
移
動
の
網
を
広
げ
る

②
鉄
道
を
さ
ら
に
便
利
に
す
る

③
安
全
で
快
適
な
主
要
道
路
で
つ

な
ぐ

④
誰
も
が
安
心
な
地
域
交
通
シ
ス

テ
ム
を
つ
く
る

⑤
双
方
向
の
情
報
通
信
基
盤
を
つ

く
る

⑥
に
ぎ
わ
い
の
市
街
地
を
つ
く
る

　
市
内
を
結
び
、
さ
ら
に
近
郊
の

都
市
圏
と
の
ア
ク
セ
ス
を
強
化
す

る
道
路
網
整
備
は
、
暮
ら
し
の
利

便
性
や
市
域
発
展
の
重
要
な
柱
で

す
。
安
全
で
快
適
な
道
づ
く
り
の

た
め
、
国
・
府
道
改
修
や
機
能
強

化
へ
の
働
き
か
け
を
一
層
強
め
る

と
と
も
に
、
地
域
実
情
に
応
じ
た

市
道
・
農
道
・
広
域
林
道
な
ど
の

計
画
的
な
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
誰
も
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
バ
ス
交
通
、
Ｊ
Ｒ
山
陰
線

の
複
線
化
と
接
続
ダ
イ
ヤ
の
利
便

性
向
上
に
努
め
、
利
用
者
数
の
増

加
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
情
報
基
盤
整
備
の
分
野

で
は
、
現
在
、
整
備
中
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
を
基
盤

と
し
て
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
併

せ
て
南
丹
市
情
報
セ
ン
タ
ー
の
自

主
制
作
番
組
を
充
実
す
る
こ
と

で
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
利
用
者
を
増
や

し
、
身
近
な
情
報
の
提
供
や
住
民

相
互
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

　
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
施
策

と
し
て
は
、
都
市
計
画
の
推
進
と

魅
力
あ
る
商
業
集
積
に
よ
る
本
市

の
中
心
市
街
地
の
整
備
促
進
を
図

る
と
と
も
に
、
そ
の
ほ
か
の
地
域

に
お
い
て
は
地
域
ご
と
の
住
民
の

暮
ら
し
に
必
要
な
商
業
な
ど
の
育
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人・物・情
報
を

　
　
　
高
度
に
つ
な
げ
る

人・物・情
報
を

　
　
　
高
度
に
つ
な
げ
る

第３章

共
に
担
う
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　
　
仕
組
み
を
築
く

第４章 成
支
援
を
進
め
、
地
域
拠
点
整
備

を
図
り
、
人
が
集
い
、
行
き
交
う

街
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

①
共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る

②
住
民
自
治
の
地
域
づ
く
り
を
進

め
る

③
多
様
な
担
い
手
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
育
て
る

④
大
学
等
と
連
携
し
、
と
も
に
ま

ち
を
つ
く
る

⑤
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
を
進
め

る
⑥
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る

　
全
て
の
市
民
一
人
ひ
と
り
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
地
域
づ
く
り

や
、
男
女
共
同
参
画
の
社
会
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
市
民
相
談
体

制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
学

ぶ
活
動
に
参
加
す
る
市
民
を
増
や

し
、
啓
発
や
支
援
の
取
り
組
み
を

強
め
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
こ
と
を
地
域
が

決
め
て
実
行
す
る
地
域
自
治
組
織

の
設
立
を
目
指
し
て
、
市
民
と
と

も
に
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
と
の
協
働
の
考
え
を
基
本

に
し
た
「
住
民
参
加
条
例
」
の
制

定
な
ど
、
協
働
と
市
民
参
画
の
た

め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
探
り
ま

す
。
そ
し
て
各
種
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
協
働

を
進
め
る
公
共
事
業
の
多
様
な
手

 

市
民
と
行
政
が
共
に
築
く

「
協
働
」の
ま
ち
づ
く
り

る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め

に
、
健
全
な
行
財
政
運
営
と
行
政

改
革
を
着
実
に
遂
行
す
る
こ
と

が
、
行
政
の
責
務
で
す
。
そ
し
て

一
人
ひ
と
り
の
市
民
が
い
か
に
主

体
的
に
取
り
組
み
、
地
域
の
力
を

高
め
ら
れ
る
か
が
「
協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
南
丹
市
総
合
振
興
計
画

は
、
全
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

り
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
郷
土
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化

を
守
り
、
ふ
る
さ
と
南
丹
市
に
誇

り
を
持
っ
て
生
き
よ
う
と
す
る

人
々
の
心
が
一
層
高
ま
る
よ
う

に
、
行
政
と
市
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

※
南
丹
市
総
合
振
興
計
画
は
、
今

後
、
概
要
版
を
作
成
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定

で
す
。

お
問
い
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先

市
役
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―基本計画の5年の期間（～平成24年度）に達成する目標－
基本計画に示した　『ともにめざす目標指標』

まちづくりのテーマ

将来の南丹市のイメージ

み
ん
な
の
笑
顔 

元
気
を
合
わ
せ

誇
り
と
き
ず
な
で
未
来
を
創
る

森
・
里
・
街
が
き
ら
め
く

ふ
る
さ
と 

南
丹
市

第１章
　生涯充実して暮らせる都市を創る
■地域子育て支援センターの設置4個
所　　　　　　　 【現況；１個所】
■文化サークル数160団体

【現況；154団体】
■総合型地域スポーツクラブ数4クラブ

【現況；２クラブ】
■地域福祉ボランティア活動の参加者
1,600人

【現況；1,427人】
■市内で働く従業者数12,000人
　　　　　　　　【現況；11,504人】
　　　　　　　　※国勢調査に基づく

第３章
　人・物・情報を高度につなげる
■市内のＪＲ全駅乗降客数18,000人/日

【現況；15,581人/日】
■平成24年度までに完了予定の市道改修
をすべて完了　　　　　　【7路線】

■市営バス利用者255,000人/年
【現況；254,944人/年】

■ケーブルテレビへの接続世帯数
12,500世帯以上

【現況；8,755世帯】
■市内年間商品販売額280億万円

【現況；279億5千万円】

第２章
　自然・文化・人を活かした郷を創る
■河川の水質調査による数値改善。※
桂川上流、園部川、由良川上流、棚
野川の各指定地点の計測による。

■景観保全のためのルールの制定
■1人あたりのごみの排出量400g/日

【現況；537g/日】
■農業産出額55億万円

【現況；51億6千万円】
■観光入込客の年間数200万人

【現況；154万6千人】
■防災行政無線を全世帯に普及

【現況；15.8％（2,144世帯）】

第４章
　共に担うまちづくりの仕組みを築く
■100人以上の企業の50％以上に人権
相談窓口の設置
■女性の総合的相談窓口の開設
■地域自治組織の構築
■「住民参加条例（仮称）」の制定
■大学等との連携支援組織の設置
■人材登録制度（仮称・南丹達人バンク）
設置
■行政評価システムの導入

法
の
検
討
や
、
地
域
の
伝
統
行

事
・
文
化
の
熟
練
者
や
継
承
者
の

人
材
登
録
制
度
の
設
置
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
に
市
民
が

活
躍
で
き
る
仕
組
み
を
築
き
ま

す
。

　
ま
た
、
市
内
に
は
多
彩
で
特
色

あ
る
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
が
多

く
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

貴
重
な
「
知
」
の
財
産
を
地
域
と

結
び
、
全
国
に
も
誇
れ
る
「
教
育

の
ま
ち
南
丹
」
を
育
む
た
め
、

産
・
学
・
官
の
連
携
を
進
め
、
協

働
を
推
進
し
ま
す
。

　
一
層
厳
し
く
な
る
社
会
情
勢
の

中
で
、
住
民
が
満
足
し
て
暮
ら
せ

▲八木町地内でのＪＲ複線化工事

▲明治鍼灸大学による公開講座

▲大堰川河川敷の清掃をする「ＥＣＯレンジャーやぎっ子隊」

▲供用を開始した都市計画道路（園部町美園町）


